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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
１または複数の電子部品を実装されたプリント板をポッティングケースに収容した状態で
ポッティング剤によりポッティングしてなる電子部品ユニットを操作パネルの背面側に取
付けるための電子部品ユニットの操作パネルに対する取付け構造であり、当該取付け構造
は、前記操作パネルにおける前記電子部品ユニットの配置部位に立設した複数の取付け用
支柱を前記電子部品ユニットのポッティングケースに設けた複数の貫通孔にそれぞれ通し
て前記取付け用支柱の先端に設けた係合爪を前記ポッティングケースの貫通孔の開口側部
位に係合させることによって、前記電子部品ユニットを前記操作パネルに取付ける取付け
構造であって、前記ポッティングケースの貫通孔における開口端部には所定深さの係合凹
所を備え、前記係合爪は前記係合凹所に係合した状態で前記ポッティングケースの表面の
位置からは埋没していることを特徴とする電子部品ユニットの操作パネルに対する取付け
構造。
【請求項２】
請求項１に記載の電子部品ユニットの操作パネルに対する取付け構造において、前記取付
け用支柱の係合爪と前記ポッティングケースの係合凹所とが互いに係合する両係合面は略
水平面に形成されていることを特徴とする電子部品ユニットの操作パネルに対する取付け
構造。
【請求項３】
請求項１に記載の電子部品ユニットの操作パネルに対する取付け構造において、前記取付
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け用支柱の係合爪と前記ポッティングケースの係合凹所とが互いに係合する両係合面は傾
斜面に形成されていて、これら両係合面は前記貫通孔に直交する方向に対しても係合して
いることを特徴とする電子部品ユニットの操作パネルに対する取付け構造。
【請求項４】
請求項１に記載の電子部品ユニットの操作パネルに対する取付け構造において、前記取付
け用支柱の係合爪の先端側は前記ポッティングケースの係合凹所の係合面に向かって突出
する鋭角形状に形成されていて、同係合爪の係合面の先端側が前記ポッティングケースの
係合凹所の係合面に食い込んで、これら両係合面は前記貫通孔に直交する方向に対しても
係合していることを特徴とする電子部品ユニットの操作パネルに対する取付け構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子部品ユニットの操作パネルに対する取付け構造に関し、特に、１または
複数の電子部品を実装されたプリント板をポッティングケースに収容した状態でポッティ
ング剤によりポッティングしてなる電子部品ユニットを、操作パネルの背面側に取付ける
ための取付け構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　各種の水や水溶液を被処理水として処理する水処理装置や、洗面台、温水洗浄便器等の
水回り用機器類に装備されている電子機器類においては、水分や各種ガスが発生する厳し
い環境に置かれることから、電子部品の寿命や信頼性を維持する必要がある。このため、
１または複数の電子部品を実装したプリント板をポッティングケースに収容した状態でポ
ッテイィング剤によりポッティングすることにより電子部品ユニットを形成して、当該電
子部品ユニットを操作パネルに取付け、この状態で上記した水処理装置や水回り用機器類
側に取付けて装備する手段が採られる。
【０００３】
　従って、当該電子部品ユニットを水処理装置や水回り用機器類に装備するには、当該電
子部品ユニットを水処理装置や水回り用機器類側に取付けられる操作パネルの背面側に、
電子部品の機能を損なうことなく、効率よくかつ確実に取付けることが要請される。当該
電子部品ユニットを操作パネルの背面側に取付ける手段はすでに実行され、かつ、特許文
献にも「制御基板の装着方法」なる名称で提案されている（特許文献１を参照）。
【０００４】
　上記した特許文献１にて提案されている「制御基板の装着方法」は、機能基板（電子部
品ユニットを水回り機器側の基板固定部材に取付ける方法であって、基板固定部材は操作
パネルとは同一部材ではないが、取付け手段に関しては、操作パネルに対する取付け手段
と共通するものである。当該装着方法では、基板固定部材における機能基板の配置部位の
周囲に複数の取付け用支柱を立設し、当該取付け用支柱が有する先端側の係合爪を、配置
部位に位置する機能基板を構成するポッティングケースの先端側縁部に係合させて、ポッ
ティングケースと取付け用支柱を介して、電子部品ユニットを基板固定部材に取付けるよ
うにしている。
【０００５】
　従って、当該装着方法を実施して機能基板を基板固定部材に取付けるには、機能基板を
基板固定部材における配置部位に、各取付け支柱を外側へわずかに撓ませて挿入して位置
させる。機能基板を配置部位へこのように収容し終えた時点では、各取付け支柱が復帰し
て、各取付け支柱の係合爪が機能基板を構成するポッティングケースの先端側の縁部に係
合する。これにより、機能基板は、水回り機器類側の基板固定部材に取付けられる。
【特許文献１】特開２００３－１６３４７５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
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　このように、当該装着方法によれば、機能基板（電子部品ユニット）を水回り機器類側
の基板固定部材に、電子部品の機能を損なうことなく、効率よくかつ確実に取付けること
ができる。従って、当該装着方法を実施すれば、優れた取付け機能の取付け構造を構成す
ることができるが、当該取付け構造によれば、機能基板が取付けられた状態では、基板固
定部材に立設されている各取付け用支柱における先端側の係合爪の頭部が、ポッティング
ケースの表面側に大きく突出することになる。このため、機能基板を基板固定部材に取付
けられた状態では、各取付け用支柱の頭部が突出している分だけ機能基板の外径寸法が大
きくなって、当該機能基板が大型化することになり、ポッティングケースの表面側（背部
）に制御装置を配設する場合には、制御装置の配設スペースの確保が問題となる。
【０００７】
　従って、本発明の目的は、電子部品ユニットを操作パネルの背面に取付ける取付け構造
において、操作パネル側の取付け用支柱の先端がポッティングケースの表面から突出する
ことがない取付け構造を提供して、電子部品ユニットが操作パネルに取付けた状態で大型
化するのを防止することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、電子部品ユニットの操作パネルに対する取付け構造に関する。本発明に係る
電子部品ユニットの操作パネルに対する取付け構造は、１または複数の電子部品を実装さ
れたプリント板をポッティングケースに収容した状態でポッティング剤によりポッティン
グしてなる電子部品ユニットを、操作パネルの背面側に取付けるための、電子部品ユニッ
トの操作パネルに対する取付け構造である。
【０００９】
　しかして、本発明に係る電子部品ユニットの操作パネルに対する取付け構造は、前記操
作パネルにおける前記電子部品ユニットの配置部位に立設した複数の取付け用支柱を前記
電子部品ユニットのポッティングケースに設けた複数の貫通孔にそれぞれ通して、前記取
付け用支柱の先端に設けた係合爪を前記ポッティングケースの貫通孔の開口部位に係合さ
せることによって、前記電子部品ユニットを前記操作パネルに取付ける取付け構造であっ
て、前記ポッティングケースの貫通孔における開口端縁には所定深さの係合凹所を備え、
前記係合爪は前記係合凹所に係合した状態で前記ポッティングケースの表面の位置からは
埋没していることを特徴とするものである。
【００１０】
　本発明に係る電子部品ユニットの操作パネルに対する取付け構造においては、前記取付
け用支柱の係合爪と前記ポッティングケースの係合凹所とが互いに係合する両係合面を略
水平面に形成することができる。
【００１１】
　また、当該取付け構造においては、前記取付け用支柱の係合爪と前記ポッティングケー
スの係合凹所とが互いに係合する両係合面を傾斜面に形成して、これら両係合面が前記貫
通孔に直交する方向に対しても係合するようにすることができる。
【００１２】
　また、当該取付け構造においては、前記取付け用支柱の係合爪の先端側を前記ポッティ
ングケースの係合凹所の係合面に向かって突出する鋭角形状に形成して、同係合爪の係合
面の先端側を前記ポッティングケースの係合凹所の係合面に食い込ませて、これら両係合
面が前記貫通孔に直交する方向に対しても係合するようにすることができる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明に係る電子部品ユニットの操作パネルに対する取付け構造によれば、従来のこの
種形式の取付け構造と同様に、電子部品ユニットを操作パネルに、電子部品の機能を損な
うことなく、効率よくかつ確実に取付けることができる。このように、本発明に係る取付
け構造は、優れた取付け機能を発揮する。
【００１４】
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　その上、電子部品ユニットが操作パネルに取付けられている状態では、各取付け用支柱
における先端側の係合爪がポッティングケースの係合凹所に位置していて、係合爪の頭部
がポッティングケースの表面の位置から埋没状態した状態にある。このため、操作パネル
に取付けられた状態の電子部品ユニット全体の外径寸法は、従来のこの種形式の電子部品
ユニットに比較して小さくて、操作パネルに取付けられた状態の当該電子部品ユニットは
大型化することがない。
【００１５】
　本発明に係る電子部品ユニットの操作パネルに対する取付け構造においては、取付け用
支柱の係合爪とポッティングケースの係合凹所とが互いに係合する両係合面を略水平面に
形成することにより、電子部品ユニットの操作パネルの各取付け用支柱からの抜け止めを
図ることができ、これにより、電子部品ユニットを操作パネルに確実に取付けることがで
きる。
【００１６】
　これに対して、取付け用支柱の係合爪とポッティングケースの係合凹所とが互いに係合
する両係合面を傾斜面に形成して、これら両係合面が貫通孔に直交する方向に対しても係
合するようにすれば、電子部品ユニットの貫通孔に直交する横方向のガタつきを防止する
ことができる利点がある。また、取付け用支柱の係合爪の先端側をポッティングケースの
係合凹所の係合面に向かって突出する鋭角形状に形成して、同係合爪の係合面の先端側を
ポッティングケースの係合凹所の係合面に食い込ませて、これら両係合面が前記貫通孔に
直交する方向に対しても係合するようにしても、電子部品ユニットの貫通孔に直交する横
方向のガタつきを防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　本発明は、電子部品ユニットの操作パネルに対する取付け構造に関するもので、本発明
に係る取付け構造は、１または複数の電子部品を実装されたプリント板をポッティングケ
ースに収容した状態でポッティング剤によりポッティングしてなる電子部品ユニットを、
操作パネルの背面側に取付けるための、電子部品ユニットの操作パネルに対する取付け構
造である。
【００１８】
　図１には、電子部品ユニット１０を取付けた操作パネル２０を示し、図２には、電子部
品ユニット１０の表側を示し、図３には、図１における矢印３－３線に沿って見た電子部
品ユニット１０の一部を省略した縦断面を示している。
【００１９】
　電子部品ユニット１０は、図２および図３に示すように、多数の電子部品を実装された
プリント板１１をポッティングケース１２に収容した状態でポッティング剤１３によりポ
ッティングしてなるもので、ポッティング剤１３は硬化されている。この状態では、電子
部品を構成する押し釦スイッチ１４や表示ランプ１５等が硬化しているポッティング剤１
３の表部側の表面から露呈している。
【００２０】
　プリント板１１を収容するポッティングケース１２は、長方形状の浅い箱状を呈する合
成樹脂製のもので、ポッティングケース１２を構成するケース本体１２ａは背部側が閉塞
され、かつ、表部側が全面開口する箱体である。ケース本体１２ａは、その側縁の近くの
部位に４つの筒体１２ｂを一体的に備えている。各筒体１２ｂは断面略長方形状のもので
、所定間隔を保持した４箇所の部位に立設されていて、筒体１２ｂの内部が断面長方形状
の貫通孔１２ｃに形成されている。貫通孔１２ｃは、筒体１２ｂからケース本体１２ａの
表部側の表面と背部側の表面に開口している。また、貫通孔１２ｃの背部側の開口端部は
大きく形成されていて、当該部位が所定深さの係合凹所１２ｄになっている。係合凹所１
２ｄにおいては、貫通孔１２ｃの内側の段部が係合面１２ｄ１になっている。係合面１２
ｄ1は、図３および図４に示すように、互いに対向する水平面に形成されている。
【００２１】
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　一方、電子部品ユニット１０を取付けるための操作パネル２０は、方形状の浅い箱状を
呈する合成樹脂製のもので、箱状のパネル本体２１における電子部品ユニット１０の配置
部位には、４本の取付け用支柱２２が立設されている。各取付け用支柱２２は、ポッティ
ングケース１２の各筒体１２ｂに対応する部位に位置している。取付け用支柱２２は、図
３に示すように、薄い平板状の支柱本体２２ａの先端部が係合爪２２ｂに形成されている
ものである。
【００２２】
　取付け用支柱２２の支柱本体２２ａは、ポッティングケース１２の筒体１２ｂが形成す
る貫通孔１２ｃと略同一長さに形成されて、貫通孔１２ｃ内に挿入可能になっている。　
また、取付け用支柱２２の係合爪２２ｂは、ポッティングケース１２の貫通孔１２ｃに形
成されている係合凹所１２ｄ側に延びていて、係合爪２２ｂはその係合面２２ｂ1にて、
ポッティングケース１２の係合凹所１２ｄの係合面１２ｄ1に係合可能に形成されている
。係合面２２ｂ1は、図３および図４に示すように、係合面１２ｄ1に対向する水平面に形
成されている。
【００２３】
　当該電子部品ユニット１０を操作パネル２０の背面側に取付けるには、ポッティングケ
ース１２の外周の部位および略中央部に設けた位置決め用孔１２ａ1を、操作パネル２０
の背部の表面に突設した図示しない位置決め用突起部にはめ込んで、当該電子部品ユニッ
ト１０を操作パネル２０に背面側に押動する。これにより、操作パネル２０側の各取付け
用支柱２２は、外側へ一旦撓んだ状態で、ポッティングケース１２の各筒部１２ｂの貫通
孔１２ｃ内に挿入され、取付け用支柱２２の係合爪２２ｂが貫通孔１２ｃ内の係合凹所１
２ｄに達した時点で弾撥的に復帰して、各取付け用支柱２２の係合爪２２ｂが、図３およ
び図４に示すように、ポッティングケース１２の各係合凹所１２ｄに係合する。
【００２４】
　この場合、取付け用支柱２２の係合爪２２ｂの係合面２２ｂ1、および、ポッティング
ケース１２の係合凹所１２ｄの係合面１２ｄ1は、図３および図４に示すように、互いに
水平状態にあることから、当該電子部品ユニット１０の各取付け用支柱２２に対して抜け
止めされる。従って、当該電子部品ユニット１０は、操作パネル２０に位置決めした状態
で操作パネル２０の背部側へ押動操作するのみで、操作パネル２０の背面に確実に取付け
ることができる。
【００２５】
　また、当該電子部ユニット１０の取付け状態においては、各取付け用支柱２２の係合爪
２２ｂがポッティングケース１２の各貫通孔１２ｃに設けた係合凹所１２ｄに位置して、
係合爪２２ｂの頭部がポッティングケース１２の背部側の表面から埋没した状態にある。
このため、操作パネル２０の背面に取付けられた状態の当該電子部品ユニット１０は大型
化しないという大きな利点がある。
【００２６】
　本発明に係る取付け構造においては、電子部品ユニット１０を構成するポッティングケ
ース１２側の貫通孔１２ｃ内の係合凹所、および、操作パネル２０側の取付け用支柱２２
の係合爪を、図５および図６の変形例に示すように変更することができる。
【００２７】
　図５に示す第１変形例では、ポッティングケース１２の貫通孔１２ｃに設けた係合凹所
１２ｅは、その係合面１２ｅ1が傾斜面に形成されており、かつ、操作パネル２０のパネ
ル本体２１に設けた取付け用支柱２２の係合爪２２ｃは、その係合面２２ｃ1が係合面１
２ｅ1に対向する傾斜面に形成されている。このため、取付け用支柱２２の係合爪２２ｃ
がポッティングケース１２の係合凹所１２ｅに係合した状態では、これら両係合面１２ｅ
1，２２ｃ1は貫通孔１２ｃの長手方向およびこれに直交する方向に係合している。このた
め、電子部品ユニット１０が、貫通孔１２に直交する横方向のガタつきを防止することが
できる。
【００２８】
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　また、図６に示す第２変形例では、ポッティングケース１２の貫通孔１２ｃに設けた係
合凹所１２ｆは、その係合面１２ｆ1が水平面に形成されており、かつ、操作パネル２０
のパネル本体２１に設けた取付け用支柱２２の係合爪２２ｄは、先端側をポッティングケ
ース１０の係合凹所１２ｆの係合面１２ｆ1に向かって突出する鋭角形状に形成されてい
て、取付け用支柱２２の係合爪２２ｄがポッティングケース１２の係合凹所１２ｆに係合
した状態では、係合爪２２ｄの先端が係合凹所１２ｆの係合面１２ｆ1に食い込んだ状態
にある。このため、これら両係合面１２ｆ1，２２ｄ1は貫通孔１２ｃの長手方向およびこ
れに直交する方向に係合している。このため、電子部品ユニット１０が、貫通孔１２に直
交する横方向のガタつきを防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】電子部品ユニットを取付けた操作パネルの背部側からみた斜視図である。
【図２】同電子部品ユニットの表部側からみた斜視図である。
【図３】電子部品ユニットと操作パネルとの取付け状態を示す図１の矢印３－３線方向に
みた縦断面図である。
【図４】ポッティングケース側の係合凹所と操作パネル側の取付け用支柱の係合爪との係
合状態を示す部分拡大図である。
【図５】ポッティングケース側の係合凹所と操作パネル側の取付け用支柱の係合爪との係
合状態の第１変形例を示す部分拡大図である。
【図６】ポッティングケース側の係合凹所と操作パネル側の取付け用支柱の係合爪との係
合状態の第２変形例を示す部分拡大図である。
【符号の説明】
【００３０】
１０…電子部品ユニット、１１…プリント板、１２…ポッティングケース、１２ａ…ケー
ス本体、１２ａ1…位置決め用穴、１２ｂ…筒体、１２ｃ…貫通孔、１２ｄ，１２ｅ，１
２ｆ…係合凹所、１２ｄ1，１２ｅ1，１２ｆ1…係合面、１３…ポッティング剤、１４…
押し釦スイッチ、１５…表示ランプ、２０…操作パネル、２１…パネル本体、２２…取付
け用支柱、２２ａ…支柱本体、２２ｂ，２２ｃ，２２ｄ…係合爪、２２ｂ1，２２ｃ1，２
２ｄ1。
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